
-1- 

                                         

祝
成
人 

 

小
笠
原
村
で
今
年
め
で
た
く
成
人
さ
れ
た
方
々
を

紹
介
い
た
し
ま
す
。 

【
父
島
】 

貴
内 

亜
麻
奈 

吉
山 

初
美 

 

井
上 

瑤 

竹
内 

空
良 

 

池
田 

遥
香 

 

菊
池 

博
典 

森
下 

浬 
 
 

菅
野 

量
子 

 

永
合 

耀 

青
島 

海
斗 

 

田
中 

美
帆 

 

坂
井 

真
也 

菅
原 

優
輝 

 

髙
橋 

光 
 

 

登
地 

鶴
寿
郎 

井
ノ
口
ふ
さ
の 

林 

隆
史 

 
 
 

新
井 

利
奈 

村
田 

空 
 
 

坂
本 

竜
一 

 

堀
越 

未
来 

岡
本 

舞
子 

 

伊
奈 

貴
史 

 

冨
岡 

龍 

長
堀 

匠 
 
 

神
藤 

寛
太 

 

藤
田 

明
海 

【
母
島
】 

西
本 

侑
真 

 
 

茂
木 

大
海 
 
 

田
澤 

万
理
雄 

（対
象
者 

敬
称
略
） 

式
典
は
１
月
２
日
に
、
父
島
は
地
域
福
祉
セ
ン 

タ
ー
、
母
島
は
村
民
会
館
で
行
わ
れ
、
合
計
27
名
の

出
席
が
あ
り
ま
し
た
。 

出
席
者
一
人
ず
つ
、
新
成
人
の
誓
い
の
言
葉
を
力

強
く
述
べ
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
地
域
の
方
が

た
く
さ
ん
参
列
さ
れ
、
温
か
く
晴
れ
や
か
な
式
と
な

り
ま
し
た
。 

今
後
の
新
成
人
の
皆
さ
ま
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た

し
ま
す
。 

           

小

笠

原

村
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小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

1/27現在 

父島 

100/100 

母島 

92.2/100 

 

12月気象状況   （父島） 

最高気温   24.4℃ 

最低気温   14.1℃ 

平均気温   19.1℃ 

平均湿度   75％ 

月降水量   69mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数（1/1）  
 

 

             2,563人 
 

 

             父島      母島   
 

 

  人口      2,084人   479人 
 
 

 

  世帯      1,164    256 

ＮＯ．６２６ 

平成 26年(2014) 

2/１(土)  

 1月 7日(火)に母島沖港野積場で母島分団出初式が、1月 13日(月)に父島二見港船客待合所で小笠原村消防団出

初式が挙行されました。 

多くの村民の皆さまが見学される中、式典および放水演習を行うことができました。 

式典終了後は、消防車の体験乗車に多くの子どもたちが集まり、未来の消防団員の笑顔で車内は満ち溢れてい

ました。 

◆ 出初式で表彰および紹介した平成２５年中の表彰 ◆ 

【消防団員表彰】 

《小笠原村長特別功労賞》  金子 隆 団員(父島)   佐藤 進也 団員(父島) 

                 柏木 徹 団員(父島) 

《小 笠 原 村 長 功 労 賞》  片岡 大志 団員(父島)   藤井 美鈴 団員(父島)  

                吉田 貴広 団員(父島) 

《 》  森本 智晶 副団長(父島) 

《 》  和田 元 班長(母島) 

《 》  小田川 辰夫 班長(父島) 

《 》  森本 誠一 団員(父島)  石原 洋介 団員(父島) 

小 笠 原 村 消 防 団 出 初 式 

小笠原村消防団 放水演習（父島） 小笠原村消防団 母島分団 
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◇この相談会は税理士や税務署職員が行い、島内で直接専門家や税務署に相談できる唯一の機会ですので、国税に関する些細な

疑問から相談・申告までお気軽にご活用ください。 

◇ご来場の際には、源泉徴収票、国民年金保険料の支払いを証する書類、健康保険・介護保険の保険料の支払金額のわかる書類、

生命保険料控除証明書、地震保険料控除証明書など所得控除がある場合は、内容の確認できる書類や印鑑、筆記具などをお持

ちください。また、事業者の場合には帳簿などのほか前年分の確定申告書の控え、消費税の課税事業者の場合には消費税課税

事業者届出書の控えや簡易課税制度選択届出書の控えなどもお持ちください。 
 

●問合せ先 芝税務署 ０３-３４５５-０５５１（自動音声でご案内しております） 

                財政課税務係 ２-３１１２  

 

～ 所得税などの確定申告関係書類について ～ 

事業者など毎年申告している方は税務署から郵送されます（２月の初便の見込み）。関係書類が届かない場合や、新たに事業を

開始した方、還付申告などをされる方は、村役場の窓口でも配布します（２月の第２週（４日頃）からの予定です）。 

なお、すでに手引きや記入例、申告に必要な書類のほとんどが上記の「特集ページ」からダウンロードできます。 

 

～ 所得税などの確定申告が必要な方 （詳細については、上記「確定申告特集ページ」をご確認ください） ～ 

①事業を営んでいる方や不動産収入のある方 ②給与所得者で、◇年末調整されていない方 ◇給与所得・退職所得以外で２０万

円を超える所得がある方 ◇源泉徴収されていない方など ③公的年金などの所得金額から所得控除を差し引いても残額のある

方。ただし、公的年金などの収入金額が400万円以下で、ほかの所得金額の合計が２０万円以下の場合申告の必要はありません（村･

都民税の申告は必要）④不動産を売却された方や保険などの満期金を受け取った方 ⑤次の場合、確定申告により税金が還付され

る場合があります ◇平成２５年中にマイホームを住宅ローンで取得した方 ◇高額の医療費を自己負担した方 ◇国や地方公

共団体、特定公益増進法人などに寄付金を支払った方 ◇所得税の減免や雑損控除を受ける方 など 

 

 

 

個人の所得（収入）に関する税の申告には、所得税など（国税）の確定申告と、村・都民税（地方税）の申告があります。 

所得税などの確定申告は、１年間に得た収入から生じた所得と税額を自ら計算し確定申告書を税務署に提出（申告）し、納税し

たり源泉徴収された税額などの過不足を精算する手続きです（「村・都民税申告」の詳細については次号（３月号）をご覧ください）。 

【申告期間】（１）平成２５年分の「所得税など」の確定申告：２月１７日(月)～３月１７日(月)まで 

なお、還付申告については、２月１４日（金）以前でも行えます。 

贈与税の申告は３月１７日（月）まで、個人事業者に係る消費税申告は３月３１日(月)までです。 

（２）平成２６年度の「村・都民税申告」：３月１７日(月)まで 

【提出場所】（１）国税の申告書：芝税務署（郵送でも提出できます）。また、所得税などの確定申告などは村役場でも仮受付（ま 

        とめて税務署に郵送）を行っています。なお、事業収入、株式や不動産の譲渡などの申告・相談がある場合に 

は、税理士のご利用や税務署へのお問い合わせ、また、以下の「出張申告相談」をご活用ください。 

（２）村・都民税申告（平成２６年１月１日現在で小笠原村に住所のある方）：村役場財政課税務係・母島支所庶務係  

【納付期限】 国税の所得税などと贈与税は３月１７日(月)まで、 個人事業者に係る消費税は３月３１日(月)まで 

        ※振替納税を利用する場合には各税目の納期限までに「依頼書」を税務署に提出してください。 

「所得税および復興特別所得税（以下、所得税など）確定申告」と「村・都民税申告」  

 芝税務署および東京税理士会による出張申告相談  

 

～ 所得税などの確定申告書の作成にあたって ～ 

◇所得税などの申告書は納税者自らが税法に従い計算して作成し（自書作成。税理士に依頼する場合を除く）、申告・納付してい

ただくことになっております（申告納税制度）。申告書は、｢確定申告の手引き｣などを参考にして作成してください。 

◇国税庁のホームページには「確定申告特集ページ」（http://www.nta.go.jp/tetsuzuki/shinkoku/shotoku/tokushu/index.htm）

があり、その中の「確定申告書等作成コーナー」では手軽に確定申告書などを作成することが可能です。画面に従って必要事項

を入力することで、税額まで自動的に計算され、入力が終われば申告書を印刷してそのまま税務署に提出できます。 

 またここから、申告書などほとんどの様式や手引き、記入例などがダウンロード（取得）でき、税制の改正点や申告に関する  

Ｑ＆Ａなども確認できます（所得税の確定申告期間中は２４時間いつでも利用可能です）。 

◇Web-TAX-TV（http://www.nta.go.jp/webtaxtv/index.html）の「確定申告書など作成コーナーの利用方法」もご利用ください。 

◇e-Tax（国税に関する申告や納税、申請・届出などの手続ができるシステム）も特集ページからご利用いただけます。 

《 父 島 》 

《日程》２月２６日(水) ～ ３月１日(土) 

《場所》地域福祉センター多目的ホール 

《 母 島 》 

《日程》２月２１日(金) ・ ２２日(土) 

《場所》母島支所２階会議室 

《受付時間》午前９時～ 午後４時まで（正午～午後１時３０分はお昼休みとなります）。 

※父島ではおがさわら丸の出航中にも相談会の開催があります。お早目に準備をしていただき、入港中お忙しい方も、

ご質問やご相談がある場合には、ぜひこの機会をご活用ください。 

 



  NO．626   平成 26（2014）年 2 月 1 日（土）                          編集・発行  小笠原村総務課 

-3- 

東
京
都
受
験
生 

チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
貸
付
事
業 

  

受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
貸
付
事
業
は
、
高
校
や

大
学
な
ど
の
受
験
料
、受
験
に
係
る
交
通
費
・宿
泊
費
、

学
習
塾
受
講
料
な
ど
の
費
用
に
つ
い
て
貸
付
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
一
定
所
得
以
下
の
世
帯
の
子
ど
も
へ

の
支
援
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
貸
付
金
は
貸
付

対
象
の
学
校
に
入
学
し
た
場
合
、
申
請
に
よ
り
返
済

が
免
除
さ
れ
ま
す
。 

【
貸
付
金
の
内
容(

金
額
は
上
限
額)

】 

《
受
験
料
貸
付
金
》 

 
 

 

○
中
学
３
年
生 

２
万
７
４
０
０
円 

○
高
校
３
年
生 

10
万
５
千
円 

《
交
通
費
な
ど
貸
付
金
》 

 

○
往
復
交
通
費 

８
万
４
千
円 

 
 

○
宿
泊
費 

 
 

３
万
円 

《
学
習
塾
受
講
料
貸
付
金
》 

 
 
 
 
 

 

○
20
万
円 

 

【
貸
付
要
件
】 

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
が
ご
利
用
で
き
ま
す
。 

○
世
帯
の
生
計
中
心
者(

20
歳
以
上)

で
あ
る
こ
と 

○
課
税
所
得
ま
た
は
総
収
入
金
額
が
一
定
以
下
で

あ
る
こ
と 

○
課
税
所
得
60
万
円
以
下 

○
総
収
入
額
が
扶
養
人
数
１
人
の
場
合 

  
  

 
 

２
６
０
万
円
以
下(

以
下
扶
養
人
数
が
１
人
増

え
る
ご
と
に
60
万
円
加
算) 

○
預
貯
金
な
ど
資
産
の
保
有
額
が
世
帯
で 

  
 
 

６
０
０
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と 

○
土
地
・建
物
を
所
有
し
て
い
な
い
こ
と(

現
在
居

住
し
て
い
る
場
所
は
除
く) 

○
都
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
在
住
し
て
い
る
こ
と 

○
生
活
保
護
受
給
世
帯
で
な
い
こ
と 

【
申
込
期
限
】
申
込
書
の
提
出
期
限
は
２
月
14
日
（金
）

で
す
。
必
要
書
類
に
不
備
が
あ
り
ま
す
と
申
請
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
で
き
る
だ
け
お
早
め
に
ご
提
出
く
だ

さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

土
地
・家
屋
の
用
途
変
更
の
届
出 

  

固
定
資
産
税
の
か
か
る
土
地
や
家
屋
は
、
現
況
の
用

途
に
応
じ
て
課
税
し
て
い
ま
す
。
土
地
や
家
屋
の
用
途

が
変
更
さ
れ
た
場
合
に
は
、
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。 

○
家
屋
の
用
途
が
変
わ
っ
て
い
る
と
き 

（例
）民
宿
か
ら
居
宅 

○
家
屋
を
新
築
ま
た
は
増
改
築
し
て
い
る
と
き 

（例
）裏
庭
に
倉
庫
を
建
て
た 

○
家
屋
の
一
部
、
ま
た
は
全
部
を
取
り
壊
し
て
い
る

と
き 

（例
）離
れ
を
取
り
壊
し
た 

○
土
地
の
利
用
状
態
が
変
わ
っ
て
い
る
と
き 

（例
）畑
か
ら
山
林 

 
●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

２
―
３
１
１
２ 

 

南
島
の
村
民
利
用
制
度 

 

南
島
に
入
島
を
す
る
に
は
、
原
則
と
し
て
東
京
都

自
然
ガ
イ
ド
の
同
行
が
必
要
で
す
が
、
小
笠
原
村
に

住
民
登
録
し
て
い
る
方
の
み
の
利
用
で
あ
っ
て
、
所

定
の
手
続
き
を
済
ま
せ
た
場
合
は
、
東
京
都
自
然
ガ

イ
ド
の
同
行
が
な
く
て
も
南
島
に
入
島
し
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
利
用
方
法
を
南
島
の
村
民

利
用
制
度
と
呼
ん
で
い
ま
す
。 

南
島
の
村
民
利
用
の
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
利
用
方
法
】 

①
村
役
場
産
業
観
光
課
で
村
民
利
用
の
届
出
を
行

い
、
腕
章
を
受
け
取
る
。 

②
総
合
事
務
所
３
階
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー

で
指
定
ル
ー
ト
の
利
用
者
講
習
を
受
け
る
。 

③
南
島
に
入
島
す
る
際
に
は
常
に
腕
章
を
着
用
し

「適
正
な
利
用
の
ル
ー
ル
」に
従
い
行
動
す
る
。 

④
南
島
か
ら
戻
っ
た
ら
速
や
か
に
腕
章
を
返
却
す

る
。 

 

※
村
民
利
用
の
届
出
お
よ
び
指
定
ル
ー
ト
の
利
用

者
講
習
は
平
日
の
受
付
と
な
り
ま
す
。 

【
適
正
な
利
用
の
ル
ー
ル
の
遵
守
】 

 
 

南
島
を
利
用
す
る
に
は
、
適
正
な
利
用
の
ル
ー
ル

を
遵
守
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ル
ー
ル
は
、

村
民
利
用
の
場
合
に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。
利
用
す
る

際
に
は
ル
ー
ル
の
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

【
適
正
な
利
用
の
ル
ー
ル
（村
民
利
用
適
用
箇
所
）】 

○
定
め
ら
れ
た
経
路
（扇
池
砂
浜
部
分
と
自
然
観

察
路
）以
外
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 

○
利
用
時
間
は
２
時
間
以
内
で
す
。 

 

○
入
島
禁
止
期
間
（
11
月
上
旬
～
２
月
上
旬
）の

利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 

《
自
然
観
察
路
》 

            

【
そ
の
他
】 

○
海
況
や
天
候
に
よ
っ
て
は
上
陸
を
諦
め
る
な
ど

安
全
を
最
優
先
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

○
上
陸
や
島
内
の
移
動
の
際
は
、
け
が
や
事
故
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
慎
重
に
行
動
し
て
く
だ
さ

い
。 

 

○
父
島
や
母
島
に
は
、
南
島
に
は
持
ち
込
ま
れ
て

い
な
い
外
来
種
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
南
島
に

新
た
な
外
来
種
を
持
ち
こ
ま
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
、
靴
底
の
洗
浄
や
衣
類
な
ど
に
付
い
た

種
子
の
除
去
、
持
ち
物
や
船
内
に
グ
リ
ー
ン
ア 

ノ
ー
ル
が
潜
ん
で
い
な
い
か
な
ど
事
前
に
入

念
な
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。 

○
南
島
は
天
然
記
念
物
お
よ
び
自
然
公
園
法
の
特

別
保
護
地
区
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
島
内
の

動
植
物
や
岩
な
ど
を
傷
つ
け
る
こ
と
や
貝
殻

や
砂
を
含
め
島
内
に
あ
る
物
の
一
切
の
持
ち

出
し
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
役
場
産
業
観
光
課
２
―
３
１
１
４ 

 

軽
自
動
車
な
ど
の
各
種
届
出 

 

◎
軽
自
動
車
な
ど
の
廃
車
、
所
有
者
変
更
、
転
出
な

ど
の
手
続
き
は
お
早
め
に
！ 

 

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
で
バ
イ
ク
や

軽
自
動
車
な
ど
を
登
録
し
て
い
る
方
に
課
税
し
ま
す
。 

車
両
を
廃
棄
し
た
り
、
知
人
に
譲
る
な
ど
し
て
車

両
の
所
有
者
で
な
く
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
所

管
の
窓
口
で
廃
車
や
名
義
変
更
の
手
続
き
を
し
な
い

ま
ま
４
月
１
日
を
過
ぎ
て
し
ま
う
と
、
登
録
し
て
い

る
方
に
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。 

小
笠
原
村
ナ
ン
バ
ー
以
外
の
車
両
は
、
内
地
で
の

手
続
き
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
所
管
の
窓
口

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
平
成
26
年
度
の
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書

は
５
月
12
日
（月
）に
発
送
し
ま
す
。 

 

                  

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

２
―
３
１
１
２ 

 

二
輪
車 

（
排
気
量
１
２
６
㏄ 

以
上
） 

軽
自
動
車 

（
二
輪
車
は
除
く
） 

小
型
特
殊
自
動
車 

 

（
農
耕
作
業
用
、 

 
 
 

そ
の
他
の
も
の
） 

原
動
機
付 

自
転
車 

車
種
区
分 

原
付
バ
イ
ク 

（
排
気
量 

１
２
５
㏄
以
下
） 

ま
た
は
、 

三
輪
以
上 

（
排
気
量
50
㏄ 

以
下
） 

関
東
運
輸
局
東
京
運
輸
支
局 

０
５
０
―
５
５
４
０
―
２
０
３
０ 

軽
自
動
車
検
査
協
会 

東
京
主
管
事
務
所 

０
３
―
３
４
７
２
―
１
５
６
１ 

小
笠
原
村 

財
政
課
税
務
係
２
―
３
１
１
２ 

母
島
支
所    

３
―
２
１
１
１ 

 
 

手
続
窓
口 
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小
笠
原
中
学
校
学
校
公
開
お
よ
び 

道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座 

 

小
笠
原
中
学
校
学
校
公
開
お
よ
び
道
徳
授
業
地
区

公
開
講
座
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。  

 

小
笠
原
中
学
校
で
は
、
「豊
か
な
心
を
育
み
、
主
体

性
の
あ
る
生
徒
を
育
成
す
る
道
徳
教
育
」
を
年
間 

テ
ー
マ
と
し
て
、全
校
体
制
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

保
護
者
・卒
業
生
・地
域
の
皆
さ
ま
方
の
ご
参
観
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
学
校
公
開
】 

 
 

《
日
時
》
２
月
６
日
（木
）～
８
日
（土
） 

 
 
 
 
 
 

午
前
８
時
20
分
～
午
後
３
時
20
分 

 
 

※
全
期
間
を
通
じ
て
、校
舎
内
で
は
「教
科
作
品
な

ど
の
展
示
」を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

【
道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座
】 

 
 

《
日
時
》
２
月
８
日
（土
） 

 
  

 

○
１
・２
校
時 

授
業 

午
前
８
時
20
分
～
10
時
10
分 

 
  

 

○
３
校
時 

道
徳
授
業 

午
前
10
時
20
分
～
11
時
10
分 

 
 
  

 

○
意
見
交
換
会 

午
前
11
時
20
分
～
午
後
12
時
10
分 

 

【
そ
の
他
】 

○
車
で
の
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

○
上
履
き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

  
 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
中
学
校 

２
―
２
５
０
２ 

 

父
島
保
育
園
児
募
集
・申
込
期
間 

  
平
成
26
年
度
の
父
島
保
育
園
の
入
園
児
（
平
成

26
年
４
月
入
園
）の
申
込
用
紙
受
付
期
間
は
次
の
と

お
り
で
す
。 

【
申
込
期
間
お
よ
び
用
紙
配
布
】 

 
 

２
月
７
日
（金
）～
20
日
（木
） 

 

※
申
込
期
間
後
は
、
原
則
受
付
を
行
い
ま
せ
ん
。

入
園
希
望
の
方
は
、
必
ず
期
間
内
に
申
込
み
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
の
申
込
み
は
、
定

員
状
況
に
よ
り
受
付
を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

３
月
の
村
民
だ
よ
り
に
て
広
報
い
た
し
ま
す
。 

※
在
園
児
で
引
き
続
き
入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
も

新
た
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
ア
レ

ル
ギ
ー
な
ど
が
あ
る
幼
児
は
、
お
早
め
に
父
島

保
育
園
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
申
込(

入
園)

資
格
】 

《
契
約
児
》 

 
 
 

４
月
１
日
現
在
、
満
２
歳
か
ら
小
学
校
入
学

前
ま
で
の
幼
児
（平
成
20
年
４
月
２
日
生
ま
れ

か
ら
平
成
24
年
４
月
１
日
生
ま
れ
ま
で
）で
、

保
護
者
の
労
働
・
疾
病
な
ど
の
理
由
に
よ
り

「保
育
に
欠
け
る
」と
認
め
ら
れ
る
幼
児
。 

 

《
就
学
前
保
育
児
》 

 
 
 

契
約
児
以
外
の
幼
児
で
、
平
成
27
・
28
年
度

就
学
予
定
の
幼
児
。
（た
だ
し
、
平
成
28
年
度

就
学
予
定
の
幼
児
に
つ
い
て
は
、
総
定
員
60
名

の
範
囲
内
で
受
け
入
れ
ま
す
。
） 

【
入
園
説
明
会
】 

２
月
６
日
（木
）午
後
６
時
30
分
か
ら
、
地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室
に
お
い
て
入
園
説
明
会

を
実
施
し
ま
す
。
申
込
書
類
の
説
明
な
ど
も
行
い

ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 
 ●

申
込
・問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

 

行
政
相
談
所
の
開
設 

 

【
日
程
】
２
月
12
日
（水
） 

【
時
間
】
午
後
７
時
～
９
時 

【
場
所
】
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】 

 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

山
田
捷
夫 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

《
電
話
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

第４１回小笠原ロードレース大会結果 
 

１月１９日に実施されましたロードレース大会の、各部門の上位結果を紹介いたします。 

 
【小学生低学年男子の部 ２ｋｍ】 

第１位 亀山 和磨 8分 19秒 

第２位 小野寺鼓童 8分 20秒 

第３位 仲島 暖人 8分 38秒 

【小学生低学年女子の部 ２ｋｍ】 

第１位 渡部 芙生 8分 51秒 

第２位 志村 愛海 9分 43秒 

第３位 野口実乃梨 9分 57秒 

【小学生高学年男子の部 ４ｋｍ】 

第１位 高野 一海 16分 27秒 

第１位 鮎川 蓮  16分 27秒 

第３位 亀山 知熙 17分 05秒 

【小学生高学年女子の部 ４ｋｍ】 

第１位 鯰江 咲子 18分 29秒 

第２位 森岡 未紗 19分 08秒 

第３位 那須 亜月 19分 39秒 

【中学生男子の部 ６ｋｍ】 

第１位 山田 健斗 23分 29秒 

第２位 前澤 良音 23分 44秒 

第３位 和田 稜泉 25分 17秒  

【中学生女子の部 ４ｋｍ】 

  第１位 上床のどか 16分 59秒 

  第２位 楜澤 風  17分 14秒 

  第３位 猪村 朝花 17分 24秒 

 

【高校生男子の部 ６ｋｍ】 

  第１位 浅沼 洋介 24分 17秒 

  第２位 樋口裕之介 26分 36秒 

  第３位 川越 翔太 27分 09秒 

【高校生女子の部 ４ｋｍ】 

  第１位 森岡 瑞稀 18分 59秒 

  第２位 田澤 杏奈 19分 02秒 

  第３位 森下 千里 20分 17秒 

【一般男子の部 ６ｋｍ 】 

第１位 山下 淳一 20分 27秒 

第２位 花宮 義和 20分 35秒 

第３位 川口 敬示 23分 06秒 

【一般男子の部 ４ｋｍ】 

第１位 高野 秀明 18分 12秒 

第２位 清水 良一 19分 20秒 

第３位 常磐 一  22分 00秒 

【女子の部 ４ｋｍ】 

第１位 尾原 悠里 18分 12秒 

第２位 矢嶋和歌子 18分 21秒 

第３位 野口 早帆 18分 57秒 

 

【団体の部 男子 ６ｋｍ】上位５名の合計 

第１位 小笠原中学校 2時間 03分 40秒 

第２位 支庁     2時間 06分 17秒 

第３位 チーム役場  2時間 10分 14秒 
 

 

【団体の部 女子 ４ｋｍ】上位５名の合計 

第１位 小笠原中学校 １時間 29分 00秒 

第２位 小笠原小学校 １時間 36分 58秒 

 第３位 小笠原高校  １時間 40分 03秒 

 

以上が各部門の表彰者です。（敬称略） 

 

強風の中、参加選手は力強く走りました。 

大会の運営にご協力いただきました各関係機関および諸団体の皆さまに、紙面を借りて

お礼申し上げます。 
 

●問合せ先  小笠原ロードレース実行委員会（教育委員会内）        ２―３１１７ 
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野
ネ
コ
対
策
事
業 

 
村
で
は
、
飼
い
主
の
い
な
い
野
ネ
コ
に
不
妊
去
勢

手
術
を
施
し
、新
た
な
野
ネ
コ
の
増
加
を
防
ぐ
「野
ネ

コ
対
策
事
業
」を
、平
成
８
年
か
ら
継
続
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。 

野
ネ
コ
の
一
時
捕
獲
は
村
民
の
皆
さ
ま
か
ら
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
っ
て
お
り
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

に
は
カ
ゴ
を
貸
し
出
し
し
ま
す
。
総
務
課
企
画
政
策

室
ま
た
は
母
島
支
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

【
父
島
捕
獲
集
中
期
間
】 

 
 

２
月
24
日
（月
）～
３
月
１
日
（土
） 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

総
務
課
企
画
政
策
室 

 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

父
島
動
物
巡
回
診
療 

 

ペ
ッ
ト
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
、
む
や
み
な
繁

殖
を
抑
制
す
る
こ
と
、
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ

と
は
飼
い
主
の
責
任
で
す
。
こ
の
機
会
を
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
期
間
】
２
月
24
日
（月
）ま
で 

【
診
療
日
程
】
３
月
２
日
（日
）･

３
日
（月
） 

【
場
所
】
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

【
注
意
事
項
】 

○
診
療
は
有
料
で
す
。 

○
事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。
先
着
順
に
受
け

付
け
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。 

 

●
申
込
・問
合
せ
先 

 
 

総
務
課
企
画
政
策
室 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 

く
ら
し
の
法
律
相
談 

 

◎
第
26
回
く
ら
し
の
法
律
・税
金
相
談 

  

法
律
関
係
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「小
笠
原
サ
ポ
ー

ト
専
門
家
グ
ル
ー
プ
」に
よ
り
「第
26
回
く
ら
し
の

法
律
・税
金
相
談
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

公
証
役
場
の
公
証
人
も
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、 

ご
相
談
の
あ
る
方
は
、
こ
の
機
会
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

 

◎
く
ら
し
の
法
律
・税
金
相
談
、
遺
言
相
談 

 

皆
さ
ま
の
法
律
相
談
、税
金
相
談
、遺
言
相
談
に
、

弁
護
士
、司
法
書
士
、税
理
士
が
無
料
で
応
じ
ま
す
。

遺
言
な
ど
公
証
人
の
公
正
証
書
作
成
は
、
準
備
が
あ

り
ま
す
の
で
事
前
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。 

【
父
島
】 

《
日
時
》
２
月
８
日
（土
）午
後
７
時
～
午
後
９
時 

 
 
 
 
 

２
月
９
日
（日
）午
前
９
時
～
午
後
５
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
母
島
】 

《
日
時
》 

①
２
月
８
日
（土
）午
後
７
時
～
午
後
９
時 

②
２
月
９
日
（日
）午
前
９
時
～
午
後
５
時 

《
場
所
》 

①
母
島
村
民
会
館 

 
 

②
母
島
支
所 

 
 

（昼
休
み
）午
前
11
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分 

※
予
約
は
不
要
で
す
が
、
事
前
予
約
を
ご
希
望
の
方

は
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。 

※
ご
要
望
が
あ
れ
ば
相
談
会
場
以
外
で
も
出
張
し
て

ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 

 

２
―
３
１
１
３ 

 
 

サ
ポ
ー
ト
専
門
家
グ
ル
ー
プ
専
用
電
話 

０
３
―
５
９
１
９
―
３
５
３
０ 

 

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
の
料
金
改
定 

 

３
月
以
降
の
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
記
入
分
か
ら
リ

サ
イ
ク
ル
料
金
お
よ
び
運
搬
料
金
が
改
定
さ
れ
ま
す
。 

現
料
金
で
の
取
扱
い
は
２
月
末
ま
で
と
な
り
、
既

に
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
を
お
持
ち
の
方
は
、
２
月
末

ま
で
に
廃
家
電
の
持
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。
３
月

以
降
は
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
が
ご
使
用
で
き
な
く
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
料
金
改
定
に
伴
い
、
３
月
初
旬
か
ら
中
旬

に
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
の
記
入
お
よ
び
廃
家
電
の
持

込
み
が
で
き
な
く
な
る
期
間
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。 

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品
目
（
エ
ア
コ
ン
・
テ
レ

ビ
・冷
蔵
庫
・洗
濯
機
）を
処
分
す
る
場
合
は
、
メ
ー 

カ
ー
名
（全
品
目
）お
よ
び
型
番
（テ
レ
ビ
の
場
合
）、

全
定
格
内
容
積
（冷
蔵
庫
の
場
合
）を
ご
確
認
の
う
え
、

村
役
場
建
設
水
道
課
ま
た
は
母
島
支
所
の
窓
口
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。
廃
家
電
の
持
込
み
に
は
、
事
前

に
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
に
よ
る
払
込
み
が
必
要
で
す
。 

な
お
、
別
途
本
土
へ
の
輸
送
費
が
必
要
に
な
り
ま

す
が
、
海
上
輸
送
費
の
約
８
割
が
一
般
財
団
法
人
家

電
製
品
協
会
よ
り
補
助
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

●
申
込
・問
合
せ
先 

 

 
 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
５ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

ポ
ン
コ
ツ
車
島
外
搬
出
の
料
金
改
定 

 

３
月
中
旬
以
降
の
予
約
申
込
み
分
か
ら
運
搬
・処

分
料
金
が
改
定
さ
れ
ま
す
。 

ポ
ン
コ
ツ
車
（
使
用
済
自
動
車
・
バ
イ
ク
・
タ
イ 

ヤ
）の
島
外
搬
出
は
、共
勝
丸
の
運
航
ご
と
に
調
整
を

行
っ
て
お
り
、
事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。
受
付

け
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
が
、
年
度
末
は
込
み
合
い

ま
す
の
で
、
年
度
内
の
搬
出
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
早
め
の
申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。 

な
お
、
使
用
済
自
動
車
に
つ
い
て
は
海
上
輸
送
費

の
８
割
が
公
益
財
団
法
人
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
促
進

セ
ン
タ
ー
よ
り
補
助
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
●
申
込
・問
合
せ
先 

 

 
 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
５ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

今
月
の
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日 

 

２
月
は
、
固
定
資
産
税(

第
４
期)

お
よ
び
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料(

第
４
期)
の
納
期
で
す
。 

納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日
は
、
２
月
28
日(

金)

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
お
納
め

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申
し
込
ま

れ
て
い
る
方
は
、
口
座
振
替
日
の
残
高
不
足
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

東
京
都
交
響
楽
団
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

弦
楽
四
重
奏 

 

 

東
京
都
交
響
楽
団
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
弦
楽
四
重
奏

小
笠
原
公
演
を
開
催
し
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

【
父
島
】 

《
日
時
》
２
月
21
日
（金
） 

 

《
開
場
》
午
後
６
時
30
分 

 

《
開
演
》
午
後
７
時 

《
会
場
》
小
笠
原
小
中
学
校
体
育
館 

【
母
島
】 

《
日
時
》
２
月
22
日
（土
） 

 

《
開
場
》
午
後
６
時
30
分 

 

《
開
演
》
午
後
７
時 

《
会
場
》
母
島
小
中
学
校
体
育
館 

【
出
演
】 

《
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
》
遠
藤
香
奈
子
・大
和
加
奈 

《
ヴ
ィ
オ
ラ
》
林
康
夫 

《
チ
ェ
ロ
》
清
水
詩
織 

《
ソ
プ
ラ
ノ
》
三
井 

清
夏 

【
曲
目
】
メ
ヌ
エ
ッ
ト
、
花
の
街
、
ふ
る
さ
と
、 

 
 

キ
ッ
ズ
ソ
ン
グ
メ
ド
レ
ー
、
ほ
か 

（曲
目
や
出
演
者
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
） 

 

●
問
合
せ
先 

 

教
育
委
員
会 

２
―
３
１
１
７ 

 

職
員
採
用
試
験 

 

【
職
種
】
保
育
士 

【
年
齢
要
件
】
昭
和
49
年
４
月
２
日
以
降
生
れ
の
方 

【
資
格
免
許
】
保
育
士
免
許
・保
育
士
登
録 

【
試
験
日
】
３
月
５
日
（水
） 



  NO．626   平成 26（2014）年 2 月 1 日（土）                          編集・発行  小笠原村総務課 

-6- 

【
申
込
締
切
】
２
月
20
日
（木) 

※
募
集
要
項
、
申
込
書
は
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 
総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 

村
役
場
人
事
異
動 

 

【
採
用
】
２
月
１
日
付 

医
療
課
付 

 
 

田
中 

千
佐
都
〔
看
護
師
〕 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

     
 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

 

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、２
月
の
「母
島

巡
回
労
働
相
談
」の
日
時
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
と
い
う
方
は
、

電
話
に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
２
月
10
日
（月
）午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

 

○
労
働
条
件
（労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、 

離
職
、
解
雇
な
ど
） 

 

○
求
人
求
職
（求
人
・求
職
申
込
な
ど
） 

○
労
災
保
険
（加
入
、
労
災
給
付
な
ど
） 

 

○
雇
用
保
険
（加
入
、
失
業
給
付
な
ど
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

農
業
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
日
程
で
平
成

25
年
度
研
究
成
果
報
告
会
を
行
い
ま
す
。 

【
母
島
】 

《
日
時
》
２
月
10
日
（月
）午
後
４
時
30
分
～ 

《
場
所
》
営
農
研
修
所
本
館 

【
父
島
】 

《
日
時
》
２
月
12
日
（水
）午
後
３
時
～ 

《
場
所
》
農
協
直
売
所
２
階 

当
日
は
、パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
、菊
池
レ
モ
ン
、

ウ
ス
カ
ワ
マ
イ
マ
イ
な
ど
に
関
す
る
研
究
成
果
を
発

表
す
る
予
定
で
す
。
皆
さ
ま
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
な
お
、
事
前
の
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

◎
農
業
者
セ
ミ
ナ
ー
開
講 

 

亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
で
は
、
認
定
農
業
者･

認
定
就
農
者
・お
よ
び
そ
れ
を
目
指
す
意
欲
的
な

農
業
者
を
対
象
に
「農
業
者
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
講
し

て
お
り
ま
す
。 

２
月
は
、
加
工
場
の
運
営
に
必
要
な
基
本
的
事

項
や
、
ジ
ャ
ム
、
マ
ー
マ
レ
ー
ド
、
ピ
ュ
ー
レ
な

ど
の
加
工
方
法
、
都
立
食
品
技
術
セ
ン
タ
ー
で
取

り
組
ん
で
い
る
パ
ッ
シ
ョ
ン
の
香
り
や
利
用
加
工

に
つ
い
て
解
説
を
行
い
ま
す
。 

定
員
に
若
干
の
余
裕
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
農

産
加
工
品
を
製
造
さ
れ
て
い
る
方
も
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
内
容
】
食
品
加
工 

【
講
師
】
東
京
都
立
食
品
技
術
セ
ン
タ
ー
所
長  

 

三
枝
弘
育 

氏 

【
日
時
】 

《
父
島
》
２
月
21
日
（金
）午
後
２
時
～
４
時 

 

《
母
島
》
２
月
22
日
（土
） 

午
後
４
時
30
分
～
６
時
30
分 

【
場
所
】 

《
父
島
》
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー 

 

《
母
島
》
営
農
研
修
所
本
館 

【
対
象
】
農
業
者
お
よ
び
農
産
加
工
品
の
製
造
者 

【
申
込
締
切
】 

受
講
希
望
者
は
２
月
19
日
（水
）ま
で
に
電
話

か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー 

２
―
２
１
０
４ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
       

２
―
２
５
６
５ 

 

東
京
都
専
務
的
非
常
勤
職
員
の
募
集 

 

【
採
用
職
種
】
母
島
出
張
所
事
務
員 

【
採
用
予
定
人
数
】
１
名 

【
職
務
内
容
】
農
事
組
合
法
人
の
経
営
改
善
に
向
け

た
支
援
、
母
島
出
張
所
窓
口
業
務
な
ど 

【
勤
務
予
定
先
】
小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所 

【
雇
用
期
間
】 

４
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で 

※
平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
、
業
務
が
継
続
さ
れ
、

勤
務
成
績
が
良
好
な
場
合
に
は
東
京
都
専
務

的
非
常
勤
職
員
設
置
要
綱
に
基
づ
き
雇
用
更

新
（１
年
契
約
）さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

【
応
募
資
格
】
次
の
５
点
を
全
て
満
た
す
こ
と
。 

①
法
人
の
経
理
・会
計
業
務
に
関
す
る
知
識
・経
験

を
有
す
る
こ
と 

②
販
売
・流
通
に
関
す
る
業
務
経
験
を
有
す
る
こ
と 

③
普
通
自
動
車
第
一
種
免
許
を
有
す
る
こ
と 

④
パ
ソ
コ
ン
が
使
用
で
き
、
ワ
ー
ド
・エ
ク
セ
ル
を
使

用
し
た
業
務
に
支
障
な
く
対
応
で
き
る
こ
と 

⑤
心
身
と
も
に
健
康
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
が
あ
り
、
意
欲
を
も
っ
て
職
務
を
遂
行
す

る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と 

【
申
込
方
法
】
提
出
書
類
を
小
笠
原
支
庁
総
務
課
庶
務

係
ま
で
持
参
（平
日
午
前
８
時
～
午
後
５
時
15
分
）、

ま
た
は
郵
送
（簡
易
書
留
で
２
月
27
日(

木)

必
着
）

し
て
く
だ
さ
い
。 

【
提
出
書
類
】 

①
東
京
都
専
務
的
非
常
勤
職
員
申
込
書 

②
レ
ポ
ー
ト
（指
定
し
た
原
稿
用
紙
に
レ
ポ
ー
ト

課
題
に
つ
い
て
６
０
０
字
以
上
８
０
０
字
程

度
で
記
述
） 

【
選
考
方
法
】 

《
一
次
選
考
》
書
類
選
考
（結
果
を
本
人
宛
に
郵
送
） 

《
二
次
選
考
》
面
接
選
考 

○
選
考
日 
３
月
11
日(

火)

（予
定
） 

○
選
考
会
場 

小
笠
原
支
庁 

【
申
込
期
限
】
２
月
20
日(
木) 

【
住
宅
】
職
員
住
宅
へ
の
入
居
が
可
能
で
す
。 

【
そ
の
他
】
詳
細
は
小
笠
原
支
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
る
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（申

込
書
、
原
稿
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
出
来
ま
す
。
） 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
支
庁
総
務
課
庶
務
係 

２
―
２
１
２
１ 

 

特
別
障
害
者
・障
害
児
福
祉
手
当 

  

東
京
都
で
は
、
著
し
く
重
度
の
障
害
を
も
つ
方
を

対
象
と
し
た
「特
別
障
害
者
手
当
制
度
」を
設
け
て
い

ま
す
。
手
当
の
認
定
・支
給
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 

                      

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
支
庁
総
務
課
行
政
係 

２
―
２
１
２
１ 

 二
見
港
の
係
船
浮
標
設
置
工
事 

  

支
庁
港
湾
課
で
は
、
二
見
港
内
に
設
置
し
て
い
る

係
船
浮
標
を
交
換
す
る
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
工
事
期
間
中
は
、
安
全
確
保
の
た
め
作

その他 手当額 対象者 
年齢 

制限 
手当 

種類 

本
人
お
よ
び
扶
養
義
務
者
の 

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。 

月
額
２
万
６
０
８
０
円 

 

※
た
だ
し
、
次
に
該 

当
す
る
方
は
除
く 

①
施
設
入
所
者 

②
病
院
な
ど
に
３
か

月
を
超
え
て
入
院

し
て
い
る
と
き 

 

精
神
ま
た
は
身
体
に

著
し
く
重
度
の
障
害

が
あ
る
た
め
、
日
常
生

活
に
お
い
て
「常
時
特

別
な
介
護
を
必
要
と

す
る
状
態
」に
あ
る
方 

20
歳
以
上 

特
別
障
害
者
手
当 

月
額
１
万
４
１
８
０
円 

※
た
だ
し
、
次
に
該 

当
す
る
方
は
除
く 

①
施
設
入
所
者 

②
障
害
を
理
由
と
す 

る
公
的
年
金
受
給 

者 

精
神
ま
た
は
身
体
に

重
度
の
障
害
が
あ
る

た
め
、
日
常
生
活
に
お

い
て
「常
時
介
護
を
必

要
と
す
る
状
態
」に
あ

る
方 

20
歳
未
満 

障
害
児
福
祉
手
当 
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業
区
域
周
辺
お
よ
び
共
勝
丸
岸
壁
の
利
用
を
一
部
制

限
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

 

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
支
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「お
知
ら
せ(
工
事
情
報
な
ど)

」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
場
所
】
二
見
港
内
お
よ
び
共
勝
丸
岸
壁
付
近 

【
期
間
】
１
月
下
旬
～
２
月
下
旬
（予
定
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
港
湾
課
２
―
２
０
１
５ 

小
笠
原
支
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp
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w

w
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u
m

u
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e
tro

.to
k

y
o
.jp
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国
有
林
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
森
林
生
態
系
保
護
地
域
へ
の
入
林
受
付 

お
よ
び
簡
易
講
習
の
実
施 

  

母
島
に
お
い
て
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利
用

す
る
た
め
の
簡
易
な
講
習
と
入
林
申
請
受
付
を
実
施

し
ま
す
。 

な
お
、
こ
の
講
習
の
対
象
者
は
村
民
と
し
て
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
利
用
さ
れ
る
方
に
限
り
ま
す
。 

【
日
時
】
２
月
22
日
（土
）午
後
７
時
～
８
時 

【
場
所
】
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

 

【
必
要
な
も
の
】 

 

①
印
鑑
、
②
村
民
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
18
歳
以

上
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
（免
許
証

な
ど
） 

※
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
講
習
終

了
後
、
入
林
申
請
に
基
づ
き
発
行
さ
れ
る
「年

間
パ
ス
」が
必
要
で
す
。
パ
ス
を
お
持
ち
で
な

い
方
は
お
気
軽
に
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

パ
ス
を
お
持
ち
の
方
も
有
効
期
間
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
期
間
を
延
長
す
る
た
め
に
は
こ
の

講
習
を
受
講
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

パ
ス
の
有
効
期
間
は
、
受
講
し
た
日
か
ら
２
年

間
と
な
り
ま
す
。 

父
島
に
お
い
て
は
、
電
話
に
て
随
時
受
付
し

て
お
り
ま
す
。
問
い
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
（講
習
は
、
原
則
と
し
て
午
前
９
時
～ 

 

午
後
５
時
の
間
で
１
時
間
程
度
行
い
ま
す
） 

◎
森
林
生
態
系
保
護
地
域
保
全
管
理
委
員
会
の
開
催 

  

本
年
度
第
２
回
目
の
保
全
管
理
委
員
会
な
ど
を
、

次
の
日
程
で
公
開
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。
傍
聴
を
希

望
さ
れ
る
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

【
利
用
専
門
部
会
】 

《
日
時
》
２
月
28
日
（金
）午
後
２
時
30
分
～
４
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

【
保
全
管
理
委
員
会
】 

《
日
時
》
２
月
28
日
（金
）午
後
４
時
30
分
～
７
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
４
０
３ 

 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
２
―
２
１
０
３ 

 

遊
歩
道
お
よ
び 

国
有
林
指
定
ル
ー
ト
の
通
行
止
め 

  

環
境
省
お
よ
び
東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復

を
図
る
た
め
、
銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
駆
除
を
行
い

ま
す
。 

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
安
全
に
十
分
配
慮
し
ま
す

が
、
作
業
区
域
内
に
は
、
指
定
さ
れ
た
ル
ー
ト
を
除

き
、
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
安
全
確
保
の
た
め
、
一
部
の
日
程
に
お
い

て
遊
歩
道
お
よ
び
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
を
通
行
止
め

に
い
た
し
ま
す
。 

【
作
業
期
間
】
２
月
２
日
（日
）～
３
日
（月
） 

お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
前
ま
で
実
施
し
ま
す
。 

【
時
間
】
午
前
７
時
～
午
後
５
時
ま
で 

 

※
出
港
日
は
午
後
２
時
か
ら
、
入
港
日
は
午
前 

11
時
30
分
ま
で 

 

【
作
業
区
域
】 

ワ
シ
ン
ト
ン
ビ
ー
チ
か
ら
巽
湾
側
に
小
港
岬

ま
で
の
沿
岸
お
よ
び
そ
の
周
辺
山
域 

【
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
通
行
止
め
日
】 

①
赤
旗
山
指
定
ル
ー
ト 

 
 
 

２
月
２
日
（日
） 

 
 
 
 
 

 

【
遊
歩
道
通
行
止
め
日
】 

②
小
港
～
高
山
・ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面
遊
歩
道 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
月
３
日
（月
） 

                          
 
 
 
 
               

 
 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

２
―
７
１
７
４ 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当 

２
―
２
１
２
３ 

 

税
務
相
談
会
の
開
催 

 

商
工
会
で
は
、
税
理
士
を
招
き
「税
務
相
談
会
」を

次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
税
金
に
つ
い
て
疑
問
、

ご
質
問
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
事
前
予
約
制
と
い
た
し
ま
す
の
で
商
工
会

ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》 

○
２
月
９
日
（日
） 

午
前
９
時
～
11
時
30
分 

午
後
７
時
30
分
～
９
時 

 
 

○
２
月
10
日
（月
）午
前
９
時
～
11
時
30
分 

 

《
場
所
》
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》 

○
２
月
11
日
（火
）午
前
９
時
～
11
時
30
分 

○
２
月
12
日
（水
）・
13
日
（木
） 

午
前
９
時
～
11
時
30
分 

 
 
 
 

午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分 

 

《
場
所
》
商
工
会
館
（Ｂ
―
し
っ
ぷ
）２
階
会
議
室 

【
持
ち
物
】 

○
税
務
署
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
書
類 

○
平
成
25
年
中
の
売
上
や
経
費
を
ま
と
め
た
も
の 

○
24
・
25
年
提
出
し
た
確
定
申
告
書
・消
費
税
申

告
書
・決
算
書
な
ど
の
控
え 

 ●
申
込
・問
合
せ
先 

 
 
 

小
笠
原
村
商
工
会 

 
 

２
―
２
６
６
６ 

 

消
費
税
講
習
会
の
開
催 

 

◎
消
費
税
率
の
改
定
と
事
業
者
の
注
意
点 

 

本
年
４
月
よ
り
、
消
費
税
が
８
％
に
改
定
さ
れ
ま
す
。 

 

事
業
者
の
方
々
に
と
り
ま
し
て
は
、
３
月
ま
で
の

５
％
の
税
率
の
取
引
と
、
４
月
以
降
の
８
％
の
取
引

を
区
分
し
て
経
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

ど
の
よ
う
な
帳
簿
の
記
録
が
必
要
に
な
る
の
か
、

事
前
に
学
習
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
そ
の
ほ
か
、
税

率
が
変
わ
る
時
の
注
意
点
に
つ
い
て
、
税
理
士
が
お

話
し
ま
す
。
個
別
の
質
問
も
受
け
付
け
ま
す
。 

【
講
師
】
諌
山
明
子
先
生 

【
日
時
】
２
月
11
日
（火
）午
後
７
時
30
分
～
９
時 

【
場
所
】
Ｂ
―
し
っ
ぷ
２
階
会
議
室 

ご
来
場
の
際
は
、電
卓
・筆
記
用
具
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。 

事
前
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
商
工
会
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
母
島
に
関
し
て
は
税
務
相
談

会
内
で
個
別
に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
商
工
会 

２
―
２
６
６
６ 

 

ち
び
っ
こ
ク
ラ
ブ
入
会
児
募
集 

 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会
「ち
び
っ
こ
ク
ラ
ブ
」

入
会
児
（平
成
26
年
４
月
入
会
）を
募
集
し
ま
す
。 

【
入
会
資
格
】 

①
小
笠
原
村
に
居
住
し
て
い
る
３
歳
児
（
平
成 

22
年
４
月
２
日
～
平
成
23
年
４
月
１
日
生
ま

れ
）お
よ
び
４
歳
児
（平
成
21
年
４
月
２
日
～

平
成
22
年
４
月
１
日
生
ま
れ
） 

ｼﾞｮﾝﾋﾞｰﾁ 

中山峠 

石浦 

巽湾 

初寝浦 
二見湾 

② 

ｶﾞｼﾞ ｭﾏﾙ広場 

赤旗山 

西海岸 

 

小港岬 

▲ 

▲ 

▲ 

時雨山 

つつじ山 

①

丸 ▲ 

高山 

千尋岩 

常世ノ滝 

ﾜｼﾝﾄﾝﾋﾞｰﾁ 
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②
保
護
者
が
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
員
の
方 

③
保
護
者
が
活
動
に
参
加
で
き
る
方 

【
募
集
期
間
】
２
月
７
日
（金
）～
14
日
（金
） 

【
入
会
説
明
会
】 

《
日
時
》
２
月
７
日
（金
）午
後
３
時
～ 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

【
そ
の
他
】 

○
引
き
続
き
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
も
新
た
に
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。 

○
入
会
案
内
・入
会
申
込
書
は
説
明
会
で
お
配
り

し
ま
す
。 

※
入
会
を
考
え
て
い
る
方
は
入
会
説
明
会
に
必
ず
お

越
し
く
だ
さ
い
。
説
明
会
の
間
、
お
子
さ
ま
が
遊

ん
で
い
ら
れ
る
ス
ペ
ー
ス
を
用
意
し
て
い
ま
す
。 

 

●
申
込
・問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
社
会
協
議
会 

 
 

２
―
２
４
８
６ 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
２
月
21
日
（金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午 

（１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
事
前
予
約
受
付 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

●
当
日
の
問
合
せ
先
０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７ 

 

ギ
ャ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・キ
ッ
ズ
開
催 

 

◎
第
32
回
「夜
半
の
明
星
」 

 

１
月
は
天
気
が
悪
か
っ
た
の
で
仕
切
り
な
お
し
。

夜
半
（よ
わ
）の
明
星
と
も
よ
ば
れ
る
木
星
が
、
き
ら

び
や
か
な
冬
の
星
座
た
ち
の
中
で
、
ひ
と
き
わ
明
る

く
輝
い
て
い
る
よ
。
木
星
を
見
て
み
よ
う
！ 

【
日
時
】
２
月
５
日
（水
）午
後
７
時
〜
８
時
30
分 

【
対
象
者
】
小
学
校
３
年
生
以
上 

※
１
、
２
年
生
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
可
能 

【
募
集
人
数
】
30
名 

【
申
込
方
法
】 

小
学
校
玄
関
の
申
込
箱
に
申
込
用
紙
を
入
れ

て
く
だ
さ
い
。 

【
集
合
場
所
】
奥
村
運
動
場
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
ホ
ー
ル 

【
参
加
費
】
３
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

※
２
回
目
か
ら
は
１
０
０
円 

【
申
込
締
切
】
２
月
４
日
（火
） 

 

●
問
合
せ
先 

国
立
天
文
台
内 

２
―
７
３
３
３ 

 

原
付
免
許
学
科
試
験
の
実
施 

 

【
試
験
日
時
】
２
月
22
日
（土
）午
前
８
時
30
分
～ 

【
申
込
締
切
】
２
月
21
日
（金
）午
後
５
時 

 

※
申
込
書
は
警
察
署
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。 

【
試
験
場
所
】
小
笠
原
警
察
署
２
階
講
堂 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

 

２
―
２
１
１
０ 

 

文
化
サ
ー
ク
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

２
０
１
４
の
開
催 

 

小
笠
原
文
化
サ
ー
ク
ル
ネ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主

催
に
よ
る
文
化
サ
ー
ク
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
掲
示
板
な
ど
の

ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
２
月
15
日
（土
）午
後
２
時
～ 

【
場
所
】 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
文
化
サ
ー
ク
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

 
 
 
 
 

代
表 

志
村
陽
子 

２
―
７
７
０
０ 

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

【
２
月
の
開
館
日
】 

入
港
日
か
ら
出
港
日
、
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
ま
で
開
館
し
ま
す
。 

【
特
別
展
】 

○
本
館
「鯨
・鯨
・鯨 

展
」～
今
年
も
ザ
ト
ウ
が 

  

や
っ
て
き
た
！
～
２
月
３
日
（月
）よ
り
開
催 

モ
ッ
チ
ー
ニ
と
い
う
ク
ジ
ラ
の
紹
介
や
、
海

や
陸
か
ら
の
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
情
報
な
ど
展
示
し

ま
す
。
今
年
も
実
物
大
ク
ジ
ラ
パ
ネ
ル
は
健
在

で
す
！ 

【
新
館
】 

○
「小
笠
原
時
間
旅
行
展
」～
時
を
さ
か
の
ぼ
る
写

真
展
～
開
催
中 

返
還
か
ら
昭
和
50
年
代
の
小
笠
原
を
中
心
と

し
た
、
な
つ
か
し
い
あ
の
風
景･･･

あ
の
建
物･･･ 

○
「西
之
島
展
」開
催
中 

話
題
の
西
之
島
の
新
着
情
報
や
島
の
地 

図
・写
真
を
展
示
し
て
い
ま
す
。 

【
講
演
会
】 

《
日
時
》
２
月
15
日(

土)

午
後
７
時
30
分
～ 

○
「毒
に
も
薬
に
も
な
ら
な
い
恐
竜
の
話
」 

固
有
種
保
全
や
外
来
種
の
話
に
、
少
し
飽

き
て
き
て
い
ま
せ
ん
か
？
そ
ん
な
と
き
は
、

恐
竜
で
盛
り
上
が
り
ま
し
ょ
う
！ 

今
回
は
、
小
笠
原
に
い
る
身
近
な
鳥
の
姿

か
ら
、
恐
竜
た
ち
の
姿
を
推
定
し
て
み
ま
す
。

恐
竜
に
興
味
の
な
い
人
で
も
、
大
丈
夫
で
す
。

な
に
し
ろ
、
恐
竜
が
絶
滅
し
た
と
い
う
の
は

誤
解
で
、
鳥
は
恐
竜
の
生
き
残
り
な
の
で
す
。

鳥
の
楽
園
た
る
小
笠
原
は
、
実
は
恐
竜
の
楽

園
な
の
で
す
！ 

 
 

 

《
講
師
》
川
上
和
人
（森
林
総
合
研
究
所
） 

《
主
催
》
Ｂ
Ｉ
Ｏ
（ボ
ニ
ン
・イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー

協
会
）、
（公
財
）東
京
都
公
園
協
会 

 ●
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
０
０
１ 

                                       

２月の燃料油価格変動調整金 
 

 ２月の調整金を含む運賃（旅客・貨物）は、次のとおりとなります。 

翌月以降の調整金については、直接営業所（２―２１１１）まで、お問い合

わせください。※（  ）内は変動調整額 単位：円 

伊
豆
諸
島
開
発
㈱ 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

貨
物
運
賃 

１  等  品 ９，２２５ （1,164） 

２  等  品 ８，６４９ （+1,089） 

３  等  品 ８，０７２ （+1,016） 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下 ９２４ （+116） 

０．０７５トン以下 ６９７ （+88） 

 

は
は
じ
ま
丸 

 
 
 
 
 

 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ４，６９０ （+910） ２，３５０ （+460） 

１ 等 ９，３７０ （+1,810） ４，６９０ （+910） 

村民割引 
（往復）２等 ５，６３０ （+1,090） ２，８２０ （+550） 

 

小
笠
原
海
運
㈱ 

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１ 

お
が
さ
わ
ら
丸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ２５，６２０ （+3,050） １２，８２０ （+1,530） 

特 ２ 等 ３８，４２０ （+4,570） １９，２２０ （+2,290） 

１ 等 ５１，２４０ （+6,100） ２５，６２０ （+3,050） 

特 １ 等 ５９，２４０ （+7,050） ２９，６３０ （+3,530） 

特 等 ６４，１２０ （+7,630） ３２，０７０ （+3,820） 

２等（学割） ２０，５００ （+2,440）  
２等 

（身体障害者割引） １２，８２０ （+1,530）  ６，４２０ （+770） 
村民割引 
（往復）２等 ３８，４４０ （+4,580） １９，２４０ （+2,300） 

 
貨
物
運
賃 

１  等  品 １６，５７２ （＋1,368） 

２  等  品 １５，４２８ （＋1,274） 

３  等  品 １４，１９２ （＋1,172） 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下  １，６６０ （＋137） 

０．０７５トン以下  １，２３６ （＋102） 
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専
門
診
療
（産
科
・婦
人
科
） 

 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
２
月
21
日
（金
） 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

【
父
島
】 

《
日
時
》
２
月
24
日
（月
） 

 
 
 
 
 
 
 

25
日
（火
） 

 
 
 
 
 
 
 

27
日
（木
） 

 
 
 
 
 
 
 

28
日
（金
） 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

予
約
制
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
予
約
は
水
曜
日
を

除
く
平
日
午
後
１
時
30
分
～
５
時
の
間
で
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
日
程
前
半
は
比
較
的
空
い

て
い
ま
す
。 

な
お
、
助
産
師
へ
の
相
談
な
ど
は
、
専
門
診
療
の

期
間
に
関
わ
ら
ず
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。 

 
 ●

問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
診
療
所 

 
 
 

         

２
―
３
８
０
０ 

 
 

母
島
診
療
所 

 
 
 
 
 

         

３
―
２
１
１
５ 

 

小
笠
原
村
診
療
所
（父
島
） 

 

歯
科
の
休
診 

 

【
休
診
日
】 

２
月
４
日
（火
）～
２
月
27
日
（木
）の
期
間
休

診
し
ま
す
。
２
月
28
日
（金
）か
ら
通
常
診
療
と
な

り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 
 ●

問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

    

   

小
笠
原
村
健
康
診
断
結
果
説
明
会
・ 

健
康
相
談
会 

 

昨
年
11
月
に
実
施
し
ま
し
た
健
康
診
断
の
結
果

を
お
返
し
し
ま
す
。
ま
た
保
健
師
、
栄
養
士
に
よ
る

健
康
相
談
も
実
施
い
た
し
ま
す
。
健
診
は
受
け
た
だ

け
で
は
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。
必
ず
結
果
を
確
認
し

て
、
ご
自
分
の
体
の
声
に
耳
を
傾
け
て
く
だ
さ
い
。 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
２
月
３
日
（月
）・４
日
（火
）・５
日
（水
）

午
前
９
時
～
午
後
６
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

【
母
島
】 

 
《
日
時
》 

○
７
日
（金
）午
後
１
時
30
分
～
６
時 

 
 
 

○
８
日
（土
）午
前
９
時
～
午
後
６
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

※
父
母
と
も
に
昼
休
憩
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。 

※
こ
の
期
間
に
来
ら
れ
な
い
方
は
、
村
役
場
村
民
課

お
よ
び
母
島
支
所
で
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。 

※
職
域
健
診
・協
会
け
ん
ぽ
の
方
の
結
果
報
告
に
つ

い
て
は
、
事
業
者
に
直
接
送
付
さ
れ
ま
す
。
結
果

説
明
・健
康
相
談
は
ど
な
た
で
も
受
け
ら
れ
ま
す

の
で
、
ご
希
望
の
方
は
結
果
報
告
書
を
ご
持
参
の

う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 

 

２
―
３
９
３
９ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 

 

３
―
２
１
１
１ 

       

特
定
保
健
指
導
の
実
施 

 

昨
年
11
月
に
実
施
し
ま
し
た
健
康
診
断
の
結
果

に
基
づ
き
、
特
定
保
健
指
導
の
対
象
者
と
な
る
方
に

は
、個
別
に
ご
案
内
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

健
康
診
断
結
果
説
明
会
と
同
日
に
実
施
い
た
し
ま
す

の
で
、
対
象
と
な
っ
た
方
は
、
結
果
を
受
け
取
る
だ

け
で
な
く
、保
健
師
・管
理
栄
養
士
と
の
面
接
を
受
け

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
40
歳
～
75
歳
未
満
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
備
軍
お
よ
び
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
方 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診 

 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
手
数
で
す
が
、
事
前
に
電
話
で
の
申
込
み
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
今
月
父
島
で
は
、
歯
科
健
診
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

【
対
象
者
】 

４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、
１
歳
６
か
月
、

３
歳
の
乳
幼
児 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
２
月
20
日
（木
） 

受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

【
母
島
】 

 
《
日
時
》
２
月
25
日
（火
） 

受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時 

 

《
場
所
》 

母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

 

●
申
込
・問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

 
 

母
島
支
所 

 
 
 
 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

育
児
学
級
（離
乳
食
の
会
）父
島 

 

栄
養
士
と
島
で
手
に
入
り
や
す
い
食
材
を
使
っ
た

離
乳
食
を
作
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
相
談
に
も
応
じ
ま

す
。
事
前
に
電
話
で
の
申
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

【
対
象
者
】
１
歳
未
満
の
お
子
さ
ま
と
保
護
者 

【
日
時
】
２
月
21
日
（金
）午
前
10
時
～
11
時
30
分 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
室 

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具 

 

●
申
込
・問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係
２
―
３
９
３
９ 

 

上
手
に
糖
尿
病
予
防 

 

～
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
～ 

 

血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
コ
ツ
を
覚
え
て
、
糖
尿
病

の
予
防
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。
管
理
栄
養
士
と
一
緒

に
実
際
に
作
っ
て
、
味
わ
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
事
前

に
申
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
ど
な
た
で
参
加
で
き
ま
す(

20
歳
以
上) 

【
日
時
】
２
月
28
日
（金
）午
前
10
時
～
午
後
１
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
室 

【
定
員
】
６
名 

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具 

 

●
申
込
・問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係
２
―
３
９
３
９ 

     

天
然
記
念
物
の
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
天
然
記
念
鳥
獣
本
舗 

第
10
回
「メ
グ
ロ
は
ど
こ
ま
で
キ
ツ
ツ
キ
か
？
」 

  

樹
の
幹
を
見
る
と
、
メ
グ
ロ
が
垂
直
面
に
と
ま
っ

て
い
ま
す
。
母
島
で
は
珍
し
く
な
い
光
景
で
す
。
メ

グ
ロ
は
、し
ば
し
ば
樹
の
幹
で
食
べ
物
を
探
し
ま
す
。 
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ヒ
ヨ
ド
リ
や
ウ
グ
イ
ス
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い 

行
動
で
す
。本
州
で
は
幹
は
キ
ツ
ツ
キ
の
独
壇
場
で
、

ほ
か
の
小
鳥
の
持
ち
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

本
州
に
は
ア
カ
ゲ
ラ
、沖
縄
に
は
ノ
グ
チ
ゲ
ラ
と
、

日
本
全
国
に
様
々
な
キ
ツ
ツ
キ
が
い
ま
す
。 

し
か
し
、
小
笠
原
に
は
い
ま
せ
ん
。
キ
ツ
ツ
キ
は

長
距
離
移
動
せ
ず
、
大
陸
に
近
い
島
に
し
か
い
な
い

の
で
す
。 

 

ア
リ
は
蟻
酸
な
ど
鳥
が
い
や
が
る
物
質
を
持
つ
た

め
、
好
ん
で
食
べ
る
鳥
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
メ

グ
ロ
は
ア
リ
も
よ
く
食
べ
ま
す
。
本
州
で
ア
リ
を
よ

く
食
べ
る
の
は
、
や
は
り
キ
ツ
ツ
キ
で
す
。 

 
 
 

 

          

 

メ
グ
ロ
は
キ
ツ
ツ
キ
の
い
な
い
世
界
で
進
化
し
ま

し
た
。
競
争
相
手
が
い
な
い
お
か
げ
で
、
他
種
が
利

用
し
な
い
樹
幹
や
ア
リ
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
し
ょ
う
。 

 

キ
ツ
ツ
キ
は
樹
幹
で
の
生
活
に
特
化
し
て
い
ま
す
。

競
争
相
手
の
多
い
場
所
で
は
、
幹
の
専
門
家
に
な
る

方
が
得
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
鳥
の
種
類
の
少
な
い

小
笠
原
で
は
競
争
も
少
な
く
、
メ
グ
ロ
は
枝
、
地
面

な
ど
に
加
え
、
木
の
幹
も
使
う
「何
で
も
屋
」に
な
り

ま
し
た
。メ
グ
ロ
が
絶
滅
せ
ず
に
生
き
残
れ
た
の
も
、

状
況
に
応
じ
て
様
々
な
資
源
が
利
用
で
き
た
柔
軟
性

の
お
か
げ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

文 

森
林
総
合
研
究
所 

主
任
研
究
員 

川
上
和
人 

挿
絵 

バ
ー
ド
リ
サ
ー
チ 

研
究
員 

青
山
夕
貴
子 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

 
 

協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
カ
ズ
ハ
ゴ
ン
ド
ウ
の
ス
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ 

  

村
民
だ
よ
り
で
も
何
度
か
お
伝
え
し
て
い
ま
す 

が
、
鯨
類
が
海
岸
な
ど
に
座
礁
し
た
り
、
死
体
が
漂

着
し
た
り
す
る
こ
と
を
「ス
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」と
呼

び
ま
す
。 

 

昨
年
の
12
月
29
日
午
前
、
こ
の
日
は
お
が
さ
わ

ら
丸
の
入
出
港
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
島
内
が
慌

た
だ
し
く
な
る
中
、
父
島
洲
崎
の
海
岸
に
鯨
類
が
漂

着
し
て
い
る
と
の
情
報
が
Ｏ
Ｗ
Ａ
に
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。 

 

職
員
が
現
場
へ
駆
け
つ
け
る
と
、
海
岸
に
は
小
型

の
鯨
類
が
横
た
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
場
で
外
部

形
態
の
観
察
や
写
真
撮
影
を
行
い
、
歯
の
本
数
が
上

下
と
も
に
20
本
以
上
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
カ
ズ
ハ
ゴ

ン
ド
ウ
と
識
別
し
ま
し
た
。
ま
た
体
長
は
２
５
２
㎝

で
、
泌
乳
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
メ
ス
の
成
熟
個
体

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

                

現
場
で
は
食
べ
て
い
た
餌
を
調
べ
る
た
め
の
胃
内

容
物
を
採
集
し
、
中
か
ら
は
魚
や
イ
カ
を
食
べ
て
い

た
証
拠
と
な
る
も
の
が
数
多
く
出
て
き
ま
し
た
。
今

後
、
詳
細
な
分
析
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

２
０
１
３
年
に
小
笠
原
で
報
告
さ
れ
た
ス
ト
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
事
例
は
４
件
で
、
過
去
最
多
の
発
生
件

数
と
な
り
ま
し
た
。
ス
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
原
因
は

様
々
な
説
が
あ
り
つ
つ
も
、
未
だ
に
多
く
の
謎
を
残

し
て
お
り
、
研
究
の
た
め
の
情
報
収
集
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
情
報
を
寄
せ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

今
後
も
漂
着
し
た
鯨
類
を
発
見
し
た
際
に
は
、 

Ｏ
Ｗ
Ａ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
２
１
５ 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
153 

 

◎
オ
サ
ガ
メ
目
撃
情
報 

  

１
月
13
日
兄
島
瀬
戸
万
作
浜
付
近
に
て
オ
サ
ガ

メ
の
目
撃
情
報
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
数
回
頭
を
出

し
て
呼
吸
を
し
な
が
ら
初
寝
浦
方
面
へ
泳
い
で
行
っ

た
そ
う
で
す
。
小
笠
原
で
は
過
去
20
年
程
で
数
回
情

報
が
入
る
程
度
と
非
常
に
珍
し
い
種
類
の
ウ
ミ
ガ
メ

で
す
。 

 

オ
サ
ガ
メ
は
ウ
ミ
ガ
メ
類
の
中
で
は
最
大
の
重
さ

に
な
る
種
で
す
。
甲
羅
は
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
よ
う
な

形
態
で
は
な
く
、
革
の
よ
う
な
皮
膚
に
覆
わ
れ
て
お

り
、
背
面
の
皮
膚
を
含
め
体
色
が
黒
い
の
が
特
徴
で

す
。
過
去
に
日
本
で
も
２
０
０
２
年
に
奄
美
大
島
で

産
卵
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
降
は
確
認
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 
オ
サ
ガ
メ
は
広
範
囲
を
回
遊
す
る
の
が
特
徴
で
、

我
々
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
衛
星
追
跡
調
査
を
実
施
し

た
際
に
は
１
個
体
が
日
本
の
沿
岸
域
ま
で
到
達
し
ま

し
た
。 

 

小
笠
原
は
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
シ
ー
ズ
ン
真
っ
盛
り
と

な
り
、
た
く
さ
ん
の
方
が
ク
ジ
ラ
を
探
し
て
海
上
を

見
る
機
会
が
増
え
て
お
り
ま
す
。
ク
ジ
ラ
と
は
違
う

黒
い
物
体
を
見
つ
け
た
ら
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
に
写
真
も
撮
影
し
て
い
た
だ
け
る
と
確
実
な

記
録
と
な
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

                   

●
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

 
 

２
―
２
８
３
０ 

 
 

（Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー
） 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://bonin-ocean.net 

              

 

インドネシアにて撮影 

 

漂着したカズハゴンドウの写真 
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昨年より悪化している 

項目はありませんか？ 
 

基準値の範囲内でも、昨年よ

り数値が悪化している項目が

あれば、体の中で異常が起こり

始めているサインかもしれま

せん。できることから改善しま

しょう。 

 

生活習慣改善にトライ！ 

 

基準値を外れた検査項目

をよく確認し、改善できる

生活習慣に積極的にトライ

してください。 

 

決して放置せず、必ず再検査や治

療を受けましょう。 
 

 必ず再検査または医療機関を受

診してください。病気が発見され

ても、早期治療であれば、経済的

にも身体的にもより少ない負担で

健康を取り戻すことができます。 

 

40歳以上 75歳未満の方については、健康診断の結果に基

づき、メタボリックシンドロームの判定を行っています。 

国民健康保険加入者の方は、村で実施する特定保健指導の対

象となります。「動機づけ支援」「積極的支援」に該当する方

が対象です。保健師または管理栄養士との面接をしていただ

き、生活習慣の改善等、健康管理を振り返りましょう。 

メタボリックシンドロームとは、 

内臓脂肪型肥満（腹囲で測定）に加え、 

高血糖、高血圧、脂質異常の２つ以上を伴

った状態を言います。 

「動機づけ支援」は予備群の状態、 

「積極的支援」はすでにメタボの状態です。 

 
 

                                

                                

                                

     
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

イルカ：今月は、新しい保健師の紹介です。 

内 村： みなさん、はじめまして♪８月から父島の保健師になりました内村和美（うち

むら かずみ）です。うっちー、うっちゃんと呼ばれています。 

まだ小笠原にきて数週間しか経っていませんが、小笠原の生活に慣れて、早く

みなさんに覚えていただけるように頑張ります。島の野菜や果物を使った料理に

挑戦してみようかと思っています！！ 

よろしくお願いしますm（＿ ＿）ｍ 

イルカ：みなさま、よろしくお願いします。 

 

 

クジラの伝言板 

 

 

村民課福祉係 

 2－3939 

クジラ：去年より体重が減ったから、血液検査の値もよくなっているかも…。 

保健師：そうですね。クジラさん、がんばりましたものね。 

クジラ：体重が減り、ＨｂＡ１ｃ（ヘモグロビンエーワンシー）の値が改善されました！ 

やったー！・・・でも、肝機能で正常参考値をオーバーしているものがあるな…。 

保健師：肝臓は我慢強い臓器なので、症状が出てからでは取り返しのつかないこともあるので

す。クジラさん、休肝日を作って、肝臓をいたわることも大切ですよ。 

クジラ：なるほど～。よし、来年も再来年も 5年後 10年後も元気でいたいから、休肝日をつ

くってお酒はほどほどにします！今年は食事にも気を付けたいので、栄養教室にも 

行ってみようっと。 

 

１１月に実施した小笠原村健康診断の結果を 

返却いたします！ 

健康診断は、病気の早期発見、早期治療のほか、検査結果から身体の発する危険信号を読み取り、生活習慣の

改善を促し、病気を予防するといった大切な役割を担っています。１１月に実施した健康診断も多くの人が健康

管理のために受けられました。さて、ここからが本番です。結果説明会でお渡しする結果表をよく見て、ご自身

の身体ともう一度向き合いましょう！ 

結果返却会場には栄養士・保健師がいます。わからない言葉や疑問に思ったことがあれば質問してください。また、

高血圧などそれぞれの疾病に関するパンフレットのお渡しや、食品サンプルの展示もしますので、そちらも参考にし

てください。 

すでに結果を受け取っている方も、健診結果で疑問に思うことがあれば、ぜひ会場にお越しください。 
 

 

「異常なし」だった方は 

☆健康診断結果説明会の日程につきましては、健康・保健のコーナーのページをご覧ください☆ 

「要経過観察」だった方は 「要精密検査」 

「要治療」だった方は 



高校図書館開放

赤旗山指定ルート通行止め

高校図書館開放 出港日

入港日

小笠原村健康診断結果説明会・健康相談会（～５）父島 ノヤギ駆除（予備日）

小港～高山・ジョンビーチ方面遊歩道通行止め

出港日

小笠原村診療所（父島）歯科の休診（～２７） 農業者セミナー申込締切

ギャラクティック・キッズ申込締切

ギャラクティック・キッズ開催 入港日

東京都専務的非常勤職員申込締切

小笠原中学校学校公開（～8） 乳幼児健診（父島）

父島保育園入園説明会 小笠原村職員採用試験申込締切

定期予防接種 東京都交響楽団メンバーによる弦楽四重奏（父島）

ノヤギ駆除（予備日） 原付免許学科試験申込締切

小笠原村健康診断結果説明会・健康相談会（～８）母島 農業者セミナー開講（父島）

ちびっこクラブ入会児募集締切（～１４） 専門診療（産科・婦人科）母島

ちびっこクラブ入説明会 芝税務署および東京税理士会による出張申告相談（～２２）母島

父島保育園児募集期間（～２０） 電話による無料法律相談

入港日 育児学級（離乳食の会）父島

都知事選挙母島期日前投票日 原付免許学科試験

小笠原中学校道徳授業地区公開講座 農業者セミナー開講（母島）

くらしの法律相談（～９） 森林生態系保護地域への入林受付および簡易講習

都知事選挙投開票日 東京都交響楽団メンバーによる弦楽四重奏（母島）

税務相談会（～１０）母島 出港日

高校図書館開放

母島巡回労働相談

平成２５年度研究成果報告会（母島） 専門診療（産科・婦人科）父島（２５・２７・２８）

出港日 父島動物巡回診療申込締切

税務相談会（～１２）父島

消費税講習会 乳幼児健診・歯科健診（母島）

村民相談

行政相談

平成２５年度研究成果報告会（父島） 芝税務署および東京税理士会による出張申告相談（～３/１）父島

ノヤギ駆除（予備日）

入港日

入港日 定期予防接種

東京都受験生チャレンジ支援貸付申込締切

平成２５年度分の「所得税など」の確定申告期間（～３/１７） 固定資産税・後期高齢者医療保険料の納期限

文化サークルフェスティバル２０１４の開催 森林生態系保護地域保全管理委員会の開催

ビジターセンター講演会 上手に糖尿病予防～クッキング教室～

19 水

28 金

22 土

23 日

24 月

20 木

21 金

5 水

13 木

25 火

26 水

水

27 木

15 土

火18

10 月

9 日

8 土

行　事　予　定日付 曜日

16 日

月17

日付 曜日 行　事　予　定

14 金

12

11 火

7 金

6 木

1 土

2 日

3 月

4 火

建国記念の日 


